
















































































































かにし（J Histochem Cytochem. 2011 May；59︵5︶：518–29），さらに OPNの機能を解析する動物実
験モデルとして，マウスを用いた歯の切削実験モデル（J Endod. 2013 Oct；39︵10︶：1250–5）と，生
体外で機能を解析する歯の損傷培養実験モデル（Histochem Cell Biol. 2014 Sep；142︵3︶：323–33）を
確立した．この 2つの動物実験モデルと当研究室の Opn KOマウスを用いて，OPNの機能解析をした．
その結果，OPNがない環境下では，歯の切削後に新たに象牙芽細胞が生まれるが，これらの細胞が象
牙質の主体をなすⅠ型コラーゲンを分泌出来ないことにより修復象牙質が形成されないことを明らかに
した（J Dent Res. 2016 Aug；95︵9︶：1034–41）．骨の細胞外マトリックスである OPNは骨のリモデ
リングに重要な役割を担うと考えられているが，Opn KOマウスで骨に明確な表現型を示さないこと
から，その役割は十分に明らかになっていない．最近では，世界で初めてマウスの顎骨にチタンインプ











　破骨細胞形成抑制因子 OPG，破骨細胞分化因子 RANKL及びその受容体 RANKの発見から今日ま
で，破骨細胞分化や骨破壊のメカニズム解明が飛躍的に進んだ．特に最近では完全ヒト RANKL中和
抗体（denosumab）が開発され，骨粗鬆症治療薬や癌骨転移による骨病変の治療薬として日欧米はじ




卵巣摘出ラットを用いて，これまで数ヶ月単位で行っていた薬理試験が， 1～ 2日で作製できる GST–
RANKL投与骨量減少症モデルマウスを用いることにより， 3日から 2～ 3週間で実施可能となった




RANKLの機能をほぼ完全に抑制できた（Furuya et al. JBC 2011）．
　最近，演者らは RANKL結合性アンタゴニストとして知られていたペプチドに新規骨形成促進があ







　　タイトル：Autophagy─ blue oceans in osteoclast biology?
　　　　　　　オートファジー─破骨細胞生物学における未開拓分野─
　　演　　者：Reuben H. Kim（ Division of Constitutive & Regenerative Sciences UCLA School of 
Dentistry・Associate Professor）
　　講演要旨：
　Osteoclasts are the only known bone resorbing cells that, upon stimulation by receptor activator 
of NF–κB ligand (RANKL), become multi–nucleated, enlarged, vacuolized, and polarized to form 
ruffled borders through which the cells release hydrogen ions, hydrolytic enzymes, and matrix me-
talloproteases (MMPs) to resorb extracellular bone matrix. Autophagy is an important cellular re-
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cycling process that becomes activated under stress conditions such as starvation whereby macro-
molecules or organelles are encapsulated by autophagosome and degraded upon merging with 
lysosome. Recent studies suggest that autophagy plays an essential role in osteoclast biology; how-
ever, the extent to which autophagy contributes to osteoclast differentiation and function remains 
unclear.  Here, we will report our recent findings on the role of the key players in autophagy includ-
ing Beclin1 on osteoclast differentiation and functions. Clinical implications on targeting the au-








　ヒト T細胞白血病ウイルス 1型（Human T–cell leukemia virus type 1 : HTLV­1）は成人 T細胞
白血病リンパ腫（Adult T–cell leukemia : ATL）の原因となるだけでなく，難治性の脊髄炎症性疾患



























































































































　化膿レンサ球菌（group A streptococcus : GAS）は，咽頭炎などを引き起こす．劇症型 GAS感染症
は，毒素性ショック症候群などを発症し，致死率が約50％と高く，抜本的な治療方法は確立されていな
い．我々はインフルエンザ A型ウイルス（IAV）との重感染による劇症型 GAS感染症発症の可能性を































　レポーターマウスを用いた解析により，骨折治癒過程における IL–17Aの主たる産生源は gd T細胞
であることが示された．gd T細胞は損傷に伴い細胞数が増加し，IL–17A産生細胞の割合も増加した．
gd T細胞の中では TCRg鎖として Vg6鎖を発現するものが特に IL–17Aを産生していた．gd T細胞を
欠損するマウスにおいては IL–17A産生が低下し骨折治癒が遅延していた．以上より，骨折治癒過程で



























































































































































































までシェムリアップで年 3～ 4回 1週間滞在，プノンペンで年 2回，唇裂口蓋裂や他の顎顔面口腔外科
手術を行っている．カンボジアで2016年までに行った手術は1649症例で，そのうち，唇裂口蓋裂手術















　壊死性髄膜脳炎（necrotizing meningoencephalitis : NME）は，イヌでみられる代表的な自己免疫
性脳炎である．パグやチワワをはじめとする小型犬に好発し，とくにパグで有病率・重症度が高いこと








　　日　　時：2017年 7 月 6 日㈭　17時30分～18時30分
　　場　　所：実習館 2階　総合歯科医学研究所セミナー室
第363回松本歯科大学大学院セミナー
　　タイトル：口腔細菌叢のクリニカルメタゲノミクス～臨床応用とその可能性～
　　演　　者：谷口　誠（口腔常在微生物叢解析センター・管理者）
　　講演要旨：
　口腔内は500～700種におよぶ細菌が生息すると考えられており，唾液やプラーク，歯周ポケット，さ
らには感染根管など様々な部位で独自の細菌叢が形成されている．これまでの培養やリアルタイム
PCR法を中心とする細菌検出法では，これら細菌組成を詳細に把握することは不可能であった．近年，
次世代シークエンサーの開発によって，分離培養を行うことなく細菌群集から抽出したゲノム DNAの
混合物（メタゲノム）を，網羅的にシークエンス（塩基配列取得）し細菌組成を推定する手法＂メタゲ
ノム解析・メタ16S解析＂が可能となり，特に腸内細菌叢の研究が急速に加速している．この技術の歯
科医学への応用は，口腔細菌叢と歯・口腔や全身との関連を明らかにしうるだけでなく，歯周ポケット
や感染根管などの詳細な細菌組成の把握を可能にし，従来の歯科治療を大きく変える可能性がある．
　メタゲノム解析で読み解く口腔細菌叢の世界は，これまでの想像を遥かに超える複雑で多様な細菌組
成を示しており，本手法を歯科臨床で応用することの意義は大きい．そして，臨床の場で解析を行うこ
とで，症状の変化や治療に伴うダイナミックな細菌叢変化をとらえられ，有効な治療法・薬剤の検討，
発症リスクの評価などに活用できる基礎データとなる．
　本セミナーではメタゲノム解析の原理をはじめ，臨床で得られるデータの解析例，そして将来に向け
た展望についてご紹介する．
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　　日　　時：2017年 7 月13日㈭　17時30分～19時00分
　　場　　所：実習館 2階　総合歯科医学研究所セミナー室
